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　犬の生殖器異常において、停留精巣は比較的よくみられるが、真性単精巣についての報告
は極めて稀である。我々は片側性停留精巣を疑い開腹手術を実施した結果、真性単精巣であっ
た犬の 1 例を経験した。本症例では腹腔内に小塊状組織を認め、病理組織学的検査により
精巣および精巣上体構造は認められなかった。発症要因を解明できなかったが、胎生期に右
側精巣への血流障害が生じた可能性が考えられる。

犬、真性単精巣、片側停留精巣keywords : 

は　じ　め　に

症　　　例

　真性単精巣とは、先天的に精巣が 1 つしか存在しないこ
とである。犬や猫では、停留精巣は、比較的よくみられる発
育期の生殖器異常である。犬において生後 8 週齢までに陰
嚢内に精巣が触知されなければ停留精巣と診断される。下降
していない精巣は腹腔内または鼠径部皮下にほぼ同等の確率
で存在するが、真性の単精巣は極めて稀である。停留精巣は
精巣下降の失敗により生じる一方、真性単精巣は発生学的異
常が原因とされる 2)。 今回、我々は片側停留精巣を疑い開
腹手術を行ったところ、真性単精巣であった犬の 1 例に遭
遇したため、その概要を報告する。

　症例は犬、カニンヘン・ダックスフンド、雄、3 歳 10 ヵ月齢、
体重 4.1kg。去勢手術を希望し他院を受診したところ、片側
性停留精巣と診断され、外科的摘出を目的として本院に来院
した。
　初診時身体検査所見：陰嚢の触診にて左側精巣は確認でき
たが、右側は確認できず、右精巣の片側性停留精巣を疑った。
　手術前血液検査：血液一般検査を実施したが、異常所見は
認められなかった。
　去勢手術：陰嚢内に触知できた左側精巣は定法により摘出
した。続いて右鼠径部を体表から触診したが、右側精巣の発
見には至らなかった。そのため、陰茎右側皮膚より開腹し、
右精管をランドマークとして精巣を探索したところ、右側鼠

径管内の腹腔側に小塊状の組織が認められた。切開部から露
出させ、精索と思われる組織部位を結紮し、切断した。左側
の精巣は 2.5cm × 2㎝程度であったのに対して、右側は肉
眼的な精巣は認められなかった（図 1）。
　病理組織検査所見：右鼠径管内より摘出した小塊状組織は
厚い筋層が確認されたが、明らかな精巣と精巣上体の構造は
認められなかった。成熟膠原線維が豊富な領域に、精巣上体
管と思われる管腔構造が存在した。悪性所見を示す成分の増
殖や浸潤は見られなかった。左側精巣には著変は見られな
かった。
　手術後 1 カ月に測定したテストステロン濃度は 0.10ng/
ml 以下で、去勢手術後のホルモン基準値に相当したため、
精巣組織の残存はないと判断した。
手術後 6 カ月以上経過したが、性行動や身体的特徴などは
認められていない。
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　先天的に精巣が 1 つしか存在しない真性単精巣は胎子期
に精索捻転などの精巣の血流障害が一因として考えられてお
り、人や馬に比較すると犬や猫はさらに稀な病態と考えら
れる。過去の報告では、去勢手術を実施した 1345 匹のうち
23 匹（1.7％）が停留精巣、2 匹（0.1％）が単精巣であった 3)。
　犬の停留精巣は小型犬が多い本邦では特に遭遇する機会が
多く、大抵の場合は鼠径部皮下もしくは腹腔内の膀胱近傍に
認められ、容易に摘出することが可能である。もし探索が困
難であった場合も前立腺から尿管を巻いて存在する精管をた
どっていくことによって発見可能である。しかしながら本症
例のように精管が鼠経管にて盲端になっており精巣が存在し
ないこともあるため注意が必要である。
　精巣形成不全はまれであり、近年では犬で１症例のみ報告
されている 1)。本症例では当初、停留精巣を疑い開腹手術を
実施したが、腹腔内には小塊状組織のみが存在しており、病
理組織検査でも、精巣および精巣上体は認められなかった。
そのため、真性単精巣であると診断した。
　今回の症例では対側の精巣は正常に陰嚢内に下降してお
り、尿道下裂や陰茎短縮などの併発はなく外部生殖器の表現
型に異常は認められなかったため、遺伝子や染色体の性は雄
であると考えられる（現在検査中）。肉眼的に右精巣、右精
巣上体は認められず、精管は認められた。また病理学的検査
において極わずかであるが精巣上体管と考えられる組織像が
得られた。欠如していたのが右側精巣のみであった場合は、
対側精巣が存在するため胎生期にテストステロンの分泌があ
り、患側の中腎管由来の精巣上体、精管の分化はおこりうる
はずである。これらのことから判断すると、胎子期に精巣上
体の基部において精索捻転が生じて虚血性壊死が引き起こさ
れ、そこから前立腺に至る精管とわずかな精巣上体組織が残
存したのではないかと考えられた。精索捻転（精巣捻転）は
出生後、腹腔内停留精巣の犬においてしばしば散見され、腫
瘍化した精巣に発生が多く、正常な精巣での発生の報告もあ
るため、胎子期にも発生する可能性はあると考えられる。
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図 1．左側陰嚢内に認められた左側精巣 ( 下 )、右側鼠
径管内の小塊状様組織 ( 上 )


